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研究成果の概要（和文）：　現在、中高年女性の4人に1人が骨盤底筋弛緩症状（尿もれ等）を有している。その
症状には骨盤底筋の強化が有効とされているが、そのトレーニングを習得することは難しく、実施率が低いのが
現状である。そこで、リアルタイムMR動画を応用したトレーニングツールの開発と効果検証ができれば、簡便な
トレーニング方法が提供できると考えた。そのため、本研究目的を1．リアルタイムMRを用いて骨盤底筋トレー
ニング動画を作成する。2．作成した動画の効果を検証するとした。
　効果検証の実験の結果、リアルタイムMR動画による骨盤底筋トレーニングは骨盤底筋の最大筋力を強めること
が明らかになった。

研究成果の概要（英文）： Currently, one in four women suffers from pelvic floor dysfunction. 
Strengthening the pelvic floor muscles is an effective treatment. However, learning the training 
method is too difficult to promote its implementation. A training tool using real-time MRI for the 
verification of its effects should help provide a simple training method. Therefore, the objectives 
of our study were: 1) creation of pelvic floor muscle training images using real-time MRI and 2) 
verification of the effects of the created images. As a result, the pelvic floor muscle training 
using real-time MRI increased the maximum strength of the pelvic floor muscles.

研究分野：看護理工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　今回、作成したリアルタイムMR動画は効果検証によって骨盤底筋の強化に有用であることが示された。この動
画の特徴は骨盤内臓器と筋肉の動きが可視化（見える化）によって理解でき、骨盤底筋トレーニングをイメージ
できるという点である。そのため、効果の高いトレーニングの習得と実施を促すツールになる可能性を持ってい
る。この容易に理解を助けるトレーニングツールを健康教育や保健指導で活用することによって、女性の骨盤底
筋弛緩症状（尿もれ等）の予防や回復に役立てられると考える。このことは、女性の生活の質を高めウィメンズ
ヘルスへの貢献へと繋がる。
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１．研究開始当初の背景 
現在、中高年女性の 4人に 1人が骨盤底筋弛緩症状（尿失禁等）を有している（岡本ら，2012）。
その症状には骨盤底筋の強化が有効とされている（日本産科婦人科学会・日本産婦人科医会，
2017）。しかし、そのトレーニングを習得することは難しく、実施率が低いのが現状である（二
宮＆岡山，2009）。そこで、リアルタイム MR 動画を応用したトレーニングツールの開発と効
果検証ができれば、簡便なトレーニング方法が提供できると考えた。 

 
 
２．研究の目的 
①リアルタイムMRを用いて、バイオフィードバックで使用する骨盤底筋トレーニング動 
画を作成する。 
②バイオフィードバックの効果をリアルタイムMR 、骨盤底筋測定機器（以下、トレーナー）、 

CDによる骨盤底筋体操の群ごとの比較を行い効果検証する。 
 
 
３．研究の方法 
本研の 2つの目的を達成するための研究方法を下記に示す。 
対象：分娩経験を有し、過去に骨盤底筋体操を行ったことのない女性を RTC にて①骨盤底
筋体操群、②リアルタイムMR群、③トレーナー群の群に割り振る。 
介入：群別に異なった骨盤底筋トレーニングを 3か月間実施する。  
評価：介入前、介入 1か月半時点、3か月時点でリアルタイムMR撮像、トレーナーによる
骨盤底筋測定、尿失禁質問票短縮版（ICIQ-SF ）を含む質問紙調査の実施を行う。 
評価内容：骨盤内臓器位置と骨盤底筋力、ICIQ-SF、尿失禁等の自覚症状。 

 
 
＜研究プロトコール＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
上記の実験から得られた評価項目の結果データでの群比較により効果を明らかにする。 
 
 
４．研究成果 
対象：①リアルタイムMR動画群 22名、②骨盤底筋トレーナー群 26名、③CDによる骨盤
底筋体操群 30名であった。 
結果：介入前では骨盤底筋力の最大筋力に有意な差が認めなかったが、介入後 3か月時点で
は、リアルタイムMR動画群は他の 2群と比較し、骨盤底筋力の最大筋力が有意に高くなった
（P＝0.001,0.03）（図 1）。すなわち、リアルタイムMR動画トレーニングでは、有意に骨盤底
筋力の最大筋力が強くなったといえる。 

 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 介入前と介入後の群での骨盤底筋最大筋力の比較 
 
 
この結果から、リアルタイムMR動画を用いた骨盤底筋トレーニングは有用であることが検
証された。しかし、一方この動画を用いた対象者から「MR 画像は白黒で見難い」との意見が
抽出された。このことから、MR 動画による視覚に訴えたトレーニング方法は有用であるもの
の、多くの女性に分かりやすい画像への改良が今後の課題となった。 
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